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お
知
ら
せ

学
生
納
付
特
例
制
度

　

国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

は
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い

る
場
合
を
除
き
、
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
年
齢
、
収
入
に
関
わ
ら
ず
一
律
の
金
額

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
月

額
１
万
６
４
９
０
円
）

　

学
生
で
も
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
は
、
在
学
期
間
中
の
納
付

を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
期
間（
10
年
以
上
）に
は
含
ま
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
追

納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
満
額
の
年
金
額
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
特
例
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
１
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年
度
手
続
き

が
必
要
で
す
。

対
象
者

　

■
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

　
　

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
に

　
　

在
学
す
る
人
で
、
夜
間
、
定
時
制
課
程
や
通
信

　
　

制
課
程
の
人
も
含
む
。

　
　
※
各
種
学
校
の
場
合
、
修
業
年
限
が
１
年
以
上
で
、
私

　
　
　
立
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た

　
　
　
学
校
に
限
り
ま
す
。

　

■
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
基
準
額
を
超
え
な
い
人

　
※
基
準
額
の
詳
細
に
つ
い
て
は
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
年
金
手
帳（
既
に
お
持
ち
の
場
合
）

　

②
学
生
証
の
写
し（
有
効
期
限
が
裏
面
に
記
載
さ

　
　

れ
て
い
る
場
合
は
裏
面
の
写
し
も
必
要
）ま
た

　
　

は
在
学
証
明
書
の
原
本

　

③
認
印

　

④
身
分
証
明
書（
学
生
証
・
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

　
　
※
代
理
の
場
合
は
代
理
人
の
も
の

申
込
み
・
問
合
せ

　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５

　

年
金
事
務
所
☎
35
６
１
４
３

市
有
地
公
売
参
加
希
望
申
し
込
み

売
り
払
い
物
件　

中
片
町
新
幹
線
残
地

所
在
地　

中
片
町
字
小
路
２
９
５
番
4
、

　
　
　
　

２
９
６
番
4（
2
筆
）　

面　

積　

１
７
５
㎡　

申
込
期
間　

4
月
3
日
㈪
～
17
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で

　
　
　
　
　（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

持
参
品　

印
鑑
、
住
民
票
、
納
税
証
明
書

そ
の
他　

審
査
後
に
入
札
日
時
を
連
絡
し
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ　

財
政
課
☎
33
４
１
０
６

追
悼
・
復
興
祈
念
行
事

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
発
生
か
ら
間
も
な
く
1
年
が

経
ち
ま
す
。
4
月
14
日
㈮
に
追
悼
式
、
4
月
16
日
㈰

に
、
県
知
事
と
有
識
者
に
よ
る
「
復
興
祈
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
4
月
中
旬
の
約

2
週
間
を
「
復
興
祈
念
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
、
県
・

市
町
村
の
他
、
各
種
団
体
な
ど
で
実
施
す
る
祈
念
行

事
に
つ
い
て
、
発
信
し
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
方
法

な
ど
の
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
合
せ　

県
広
報
課
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
２
７

I http://w
w

w.pref.kum
am

oto.jp/

緑
の
募
金
の
お
願
い

　

こ
の
緑
の
募
金
は
、
森
林
の
整
備
や
環
境
緑
化
を

推
進
す
る
た
め
に
緑
の
募
金
運
動
と
し
て
毎
年
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
各
町
内
か
ら
の
募
金
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
締
切（
春
期
）　

5
月
31
日
㈬

問
合
せ　

市
み
ど
り
推
進
協
議
会（
水
産
林
務
課
内
）

　
　
　
　

☎
33
４
１
１
９

　地震に強く、コスト低減に配慮し
た「くまもと型復興住宅」モデル住
宅を展示中です。スタッフが常駐し
ていますので、ご相談もできます。
　住宅再建を検討中の人は、ぜひご
来場ください。
展示場所　益城町テクノ仮設団地
開場時間　午前10時～午後6時　　
　　　　　（水曜日定休）

問合せ　
県住宅課☎０９６（３３３）２５４７

「くまもと型復興住宅」で
住宅再建を応援します

や
つ
し
ろ
子
ど
も
支
援
相
談
室

　

小
中
学
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
不
安
や
悩
み
を

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
時
間　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査

　

工
業
統
計
調
査
は
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。
調
査
結
果
は
、
中

小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
し
ま
す
。

調
査
時
点　

6
月
1
日
㈭

問
合
せ　

県
統
計
調
査
課

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
８
３
）１
１
１
１

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

　
　
　
　
　
※
時
間
は
変
更
可
能

相
談
内
容　

い
じ
め
や
不
登
校
、

　

友
人
関
係
に
関
す
る
こ
と
、　

　

就
学
や
進
路
に
関
す
る
こ
と
、

　

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
な
ど

相
談
形
態　

電
話
、
メ
ー
ル
、
来
所
、
訪
問

問
合
せ　

や
つ
し
ろ
子
ど
も
支
援
相
談
室

　
　
　
　
（
千
丁
支
所
2
階
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　
　
　
　

 

タ
ー
内
）
☎
30
１
６
６
９
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固
定
資
産
税
の
縦
覧

　

納
税
者
が
縦
覧
帳
簿（
土
地
価
格
・
家
屋
価
格
な

ど
）を
縦
覧
し
、
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
価
格（
評
価

額
）と
比
較
し
て
、
自
己
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　

た
だ
し
、
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
名
は
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。（
縦
覧
帳
簿
記
載
事
項
以
外
の
課
税

内
容
の
閲
覧
は
、
物
件
の
所
有
者
の
同
意
が
必
要
）

　

土
地
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
土
地
の
み
、
家

屋
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
家
屋
の
み
、
両
方
所
有

し
て
い
る
人
は
両
方
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、償
却
資
産
に
つ
い
て
は
申
告
課
税
の
た
め
、

縦
覧
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

縦
覧
で
き
る
人　

　
　

市
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
固
定
資

　

産
税
の
納
税
者
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税
管
理
人

　
※
納
税
者
と
同
居
の
親
族
や
納
税
者
本
人
以
外
の
場
合
は
、

　
　
委
任
状
ま
た
は
納
税
通
知
書
か
課
税
明
細
書
が
必
要
。

縦
覧
に
必
要
な
も
の　

　

納
税
者
本
人　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転

　
　

免
許
証
な
ど
）か
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書

　

納
税
者
の
代
理
人　

委
任
状
、
代
理
人
の
本
人
確

　
　

認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
　
※
次
に
該
当
す
る
場
合
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん

　
　
　
①
本
市
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

　
　
　
②
資
産
を
所
有
し
て
い
て
も
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

　
　
　
　
れ
な
い
場
合（
免
税
点
未
満
な
ど
）

　
　
　
③
制
度
の
趣
旨
以
外
の
目
的
で
縦
覧
す
る
場
合

縦
覧
場
所

　

資
産
税
課　

　
　

市
内
に
所
在
す
る
全
て
の
土
地
・
家
屋

　

各
支
所
地
域
振
興
課（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）　

　

各
支
所
管
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋

縦
覧
期
間　

4
月
3
日
㈪
～
5
月
31
日
㈬
ま
で
の
土

　

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

問
合
せ　

資
産
税
課
☎
33
４
１
０
８

　
　
　
　

各
支
所 

地
域
振
興
課

　
　
　
　
（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
閲
覧

課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明

　

納
税
義
務
者
が
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
、
自

己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
借
地
人
、
借
家
人
な
ど

の
人
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
の
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
も
４

月
3
日
㈪
か
ら
発
行
で
き
ま
す
。

閲
覧
・
交
付
で
き
る
人

　

納
税
義
務
者
本
人
、
借
地
人
・
借
家
人
、
賦
課
期

日
後
に
固
定
資
産
を
取
得
し
た
人
、
固
定
資
産
の
処

分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
管
財
人
な
ど
、
ま
た
そ
れ

ら
の
代
理
人

閲
覧
・
交
付
に
必
要
な
も
の

　

閲
覧　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証

　
　

な
ど
）か
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
、借
地
人
・

　
　

借
家
人
は
賃
貸
借
契
約
書
、
賦
課
期
日
後
に
取

　
　

得
し
た
人
は
登
記
済
証
、
代
理
人
の
場
合
は
委

　
　

任
状
と
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書

　

証
明
書
交
付　

印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
　
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
当
該
資
格
を
証
す
る
書

　
　

類
、賦
課
期
日
後
に
取
得
し
た
人
は
登
記
済
証
、

　
　

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

閲
覧
・
交
付
場
所

　

閲
覧　

資
産
税
課

　
証
明
書
交
付　

市
民
税
課
・
市
民
課

　
　
※
土
日
・
祝
日
を
除
く

　
　
※
支
所
で
の
閲
覧
、
証
明
書
交
付
は
地
域
振
興
課（
鏡

　
　
　
支
所
は
市
民
環
境
課
）

費　

用

　
閲
覧　
4
月
3
日
㈪
～
5
月
31
日
㈬
ま
で
は
無
料

　
　
　
　

6
月
1
日
㈭
か
ら
３
０
０
円
／
１
枚

　
証
明
書
交
付　

３
０
０
円
／
１
枚

問
合
せ

　

閲
覧　
　
　
　

資
産
税
課
☎
33
４
１
０
８

　

証
明
書
交
付　

市
民
税
課
☎
33
４
１
０
７

　
　
　
　
　
　
　

市
民
課
☎
33
４
１
１
０

新
築
・
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に

補
助
金
が
出
ま
す

～
市
の
林
業
振
興
と
森
林
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
～

　

市
内
に
建
設
し
、
建
築
主
自
ら
居
住
す
る
住
宅
に

八
代
産
の
木
材
を
使
用
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額　

　

１
坪
当
た
り
４
０
０
０
円　

　

 （
新
築
20
万
円
上
限
、　

増
改
築
10
万
円
上
限
）

　

１
㎥
メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
万
円

　
（
内
装
リ
フ
ォ
ー
ム
10
万
円
上
限
）

　
※
千
円
未
満
切
り
捨
て

対　

象

　

①
建
築
主
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
新
築
、
改
築
、

　
　

増
築
ま
た
は
内
装
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
木
造
住
宅

　
　

で
市
内
に
建
築
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　

②
指
定
す
る
構
造
材
の
木
材
使
用
材
積
数
量
の
う

　
　

ち
、
八
代
産
材
を
80
％
以
上
使
用
す
る
こ
と

　

③
市
内
の
工
務
店
な
ど
に
よ
る
施
工
で
あ
る
こ
と

　

④
新
築
の
場
合
は
、
八
代
産
の
畳
表
を
６
畳
以
上

　
　

使
用
す
る
こ
と

広　　告
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高齢者の肺炎球菌ワクチンの接種費用の一部を
公費負担する定期接種を行います

【平成29年度の接種対象者】
　本市に住民票があり、本人が接種を希望する①または②に該当
する人。
　ただし、過去にこの予防接種を受けたことがある人は対象外です。
①平成29年度中に下記の年齢になる人。

　

※予診票と、予防接種と指定医療機関についての案内を、4月中
　　に住所地へ郵送します。
② 60歳から 64歳で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺
　の日常生活活動が極度に制限される程度の障がいやヒト免疫不
　全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程
　度の障がいがある人（身体障害者手帳 1 級相当）

【接種期間】	 4月1日㈯～平成30年3月31日㈯
【接種回数】	 1 回
【自己負担額】	 2,450円～	
※対象者に該当しない人、定期接種の期間外に接種する人は、任
　意接種（全額自己負担）です。任意接種の場合は医療機関に直接
　お問い合わせください。

問合せ　八代市保健センター☎ 32-7200
　　　　八代市鏡保健センター☎ 52-5277

　

⑤
市
以
外
の
住
宅
に
関
す
る
助
成
制
度
を
利
用
し

　
　

て
い
な
い
こ
と

　

⑥
新
築
な
ど
の
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
60
日
以

　
　

内
で
、
棟
上
げ
前
に
申
請
す
る
こ
と

　

⑦
原
則
と
し
て
、
申
請
し
た
年
度
内
に
新
築
な
ど

　
　

が
完
了
し
、
実
績
報
告
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

　
　

こ
と

対
象
者　

　

助
成
の
条
件
に
該
当
す
る
住
宅
の
建
築
主
で
、
市

内
に
住
所
を
有
し（
住
宅
の
完
成
後
に
市
内
に
転
入

す
る
人
を
含
む
）、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

申
込
み　

申
請
書
類
は
、
水
産
林
務
課
と
市
ホ
ー
ム

ご
利
用
く
だ
さ
い

声
の
市
報
・
点
字
市
報

　

市
で
は
、
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
に
「
広
報
や

つ
し
ろ
」
を
録
音
し
た
声
の
市
報（
音
声
広
報
）、
ま

た
は
、
点
訳
し
た
市
報（
点
字
市
報
）を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
次
の
す
べ
て
に
該
当
し
、
利
用
を
希
望
す

る
場
合
は
障
が
い
者
支
援
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
利
用
は
無
料
で
す
。

　

ペ
ー
ジ
で
配
布
中

問
合
せ　

水
産
林
務
課
☎
33
４
１
１
９

対　

象

　

①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

　

②
視
覚
障
が
い
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

　
　

い
る
こ
と

　

③
1
人
暮
ら
し
、
あ
る
い
は
同
居
者
が
読
ん
で
聞

　
　

か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

《
お
願
い
》　

身
近
に
対
象
と
な
り
そ
う
な
人
が
い
た

　

場
合
は
、
こ
の
記
事
の
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
た
だ

　

く
か
、
本
人
の
利
用
希
望
が
あ
れ
ば
代
理
で
お
知

　

ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４

  65歳   昭和27年4月2日生～昭和28年4月1日生の人

  70歳   昭和22年4月2日生～昭和23年4月1日生の人

  75歳   昭和17年4月2日生～昭和18年4月1日生の人

  80歳   昭和12年4月2日生～昭和13年4月1日生の人

  85歳   昭和7年4月2日生～昭和8年4月1日生の人

  90歳   昭和2年4月2日生～昭和3年4月1日生の人

  95歳   大正11年4月2日生～大正12年4月1日生の人

100歳   大正6年4月2日生～大正7年4月1日生の人

　肺炎球菌感染症は、日常でかかる肺炎の原因菌の一つである肺
炎球菌によって引き起こされる病気です。予防接種を受けておく
と、肺炎球菌による肺炎などの感染症の重症化予防が期待されます。
　定期接種は生涯を通じて 1回のみのため、接種の機会を逃さ
ないようご注意ください。

広　　告
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博物館展示案内（4月）
問合せ 博物館☎34-5555

開館時間  午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
観 覧 料
▶16日㈰まで《常設展料金》一般300円（240円）、 高大生200円（160円）
▶21日㈮から《特別展料金》一般600円（480円）、 高大生400円（320円）
▶中学生以下無料、（　）内は20人以上の団体料金

特別
展示
室

◆中井和憲写真展　　　　　　   4/11 ㈫～ 4/16 ㈰
◆春季特別展覧会　熊本地震復興祈念
　「円山応挙 ー京都相国寺と金閣・銀閣の名宝展ふたたびー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  4/21 ㈮～ 6/4 ㈰

常
設
展
示
室
 ・
第
二
常
設
展
示
室

◆考古 弥生時代の八代　　　　　 開催中～ 7/9 ㈰
◆八代城
　 瓦からわかる麦島城・八代城　   開催中（通年）
◆麦島勝写真
　 八代の風物～春～　　　　　 開催中～ 6/18 ㈰
◆古文書を読むⅠ
　 釈迦院の古文書　　　  　　   開催中～ 6/18 ㈰
◆信仰のかたち
　 薬師如来の信仰　　　　　 　  開催中～ 9/24 ㈰
◆くまもとの金工
　 肥後鐔鑑賞入門　　　　　     4/11 ㈫～ 10/15 ㈰
◆八代焼Ⅰ
　象嵌の技法　　　　　　 　    4/4 ㈫～ 7/9 ㈰
◆民俗 1 むかしの道具       　 　 開催中～ 12/17 ㈰
◆民俗 2 妙見祭の飾馬　 　　　開催中～ 7/30 ㈰
◆和紙 さまざまな和紙の用途　 開催中～ 5/21 ㈰
◆米作りの道具　
　 お米はどうやってできるの？　  開催中（通年）
◆新収蔵品展　　　　 　　　　 　    開催中～４/16 ㈰

講
義
室

◆展覧会講座
　「円山応挙の世界～展覧会鑑賞のツボ～」
　　日時　4/23 ㈰　午後2時～ 3時30分
　定員　先着80人（事前申込不要）
　費用　聴講無料
　講師　当館学芸係長 鳥津 亮二 氏

4月の休館日　3日㈪、10日㈪、17日㈪～20日㈭、24日㈪
博物館ホームページ

http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

平
成
28
年
熊
本
地
震
復
興
基
金
を
活
用

す
る
事
業（
農
家
の
自
力
復
旧
支
援
事

業
）の
要
望
量
調
査

　

今
回
の
調
査
は
、
全
体
の
要
望
量
や
要
望
額
を
把

握
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。
ま
た
、
復
興
基
金
の
う

ち
本
事
業
の
事
業
予
算
枠
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
場
合

に
よ
っ
て
は
一
部
が
対
象
と
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
事
業
対
象
と
な
っ
た
場
合
の
申
請

に
つ
い
て
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対　

象　

被
災
し
た
農
地
の
所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
、

　

集
落
、
任
意
組
合
な
ど

　
※
既
に
復
旧
を
終
え
た
人
、こ
れ
か
ら
復
旧
す
る
人
が
対
象

対
象
事
業
費　

被
災
し
た
農
地
の
う
ち
国
庫
補
助
の

　

対
象
と
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
農
家
が
自
ら

　

行
う
復
旧
作
業
や
復
旧
作
業
と
一
体
的
に
行
う
農

　

地
の
表
土
整
地
や
耕
起
な
ど
に
要
す
る
経
費（
作

　

業
機
械
借
上
料
、
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
賃
金
、
資

　

材
な
ど
の
材
料
費
、
燃
料
費
、
運
搬
費
、
人
件
費

　

な
ど
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
経
費
）

復
旧
内
容　

地
震
に
起
因
す
る
農
地
の
復
旧
に
必
要

　

な
石
積
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
、
畦
畔
復
旧
、
法
面
整
形
、

　

沈
下
部
の
客
土
、
均
平
な
ど

補
助
率　

復
旧
に
要
し
た
費
用
の
１
／
２
以
内

上
限
額　

１
カ
所
当
た
り
20
万
円
ま
で

調
査
期
間　

4
月
21
日
㈮
ま
で

受
付
場
所　

農
地
整
備
課
、各
農
林
水
産
地
域
事
務
所

　
（
泉
町
管
内
は
東
陽
農
林
水
産
地
域
事
務
所
）

問
合
せ　

農
地
整
備
課
☎
33
４
１
１
８

遺
跡
の
発
掘
調
査
に
伴
う

発
掘
作
業
員
の
登
録

　
平
成
29
年
度
の
発
掘
作

業
員
の
登
録
を
受
け
付
け

ま
す
。
平
成
28
年
度
に
登

録
さ
れ
た
人
も
更
新
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
登
録
者
全
員
が
雇
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

4
月
14
日
㈮
か
ら
随
時

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

受
付
場
所　

文
化
振
興
課

　
※
登
録
に
は
必
ず
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
※
登
録
用
の
顔
写
真
を
１
枚
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　（
4	

cm
×
3	

cm
程
度
）

　
※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

　
　
用
く
だ
さ
い
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
る
と
と
も
に
、
住
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境

の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

期　

間　

4
月
6
日
㈭
～
15
日
㈯

　
※
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
4
月
10
日
㈪

運
動
の
基
本　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
重
点

　

①
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　
　
（
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

　

②
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

　
　

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

　
　

徹
底

　

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
合
せ　

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

　
　
　
　

八
代
警
察
署
☎
33
０
１
１
０

広　　告
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厚生会館、鏡文化センター
施設利用調整会議

　原則として、利用月の６カ月前（ただし、厚生
会館のホワイエ、文化センターの研修室、視聴覚
室、ホワイエ、リハーサル室の単独利用について
は３カ月前）の月初めの平日、午前９時から施設
利用調整会議を開始します。

利用日 調整会議

  平成29年10月   平成29年4月3日㈪

  平成29年11月   平成29年5月1日㈪

  平成29年12月   平成29年6月1日㈭

  平成30年1月   平成29年7月3日㈪

  平成30年2月   平成29年8月1日㈫

  平成30年3月   平成29年9月1日㈮

  平成30年4月   平成29年10月2日㈪

  平成30年5月   平成29年11月1日㈬

  平成30年6月   平成29年12月1日㈮

  平成30年7月   平成30年1月4日㈭

  平成30年8月   平成30年2月1日㈭

  平成30年9月   平成30年3月1日㈭

平
成
29
年
度 

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

犬
の
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
に
年
１
回
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

市
内
各
会
場
を
巡
回
し
て
行

う
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
愛
犬
へ
の

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間　

4
月
10
日
㈪
～
27
日
㈭

　
※
旧
八
代
市
内
、
各
支
所
管
内
に
よ
っ
て
日
程
が
異
な
り

　
　
ま
す
。

実
施
日
時
・
場
所

　

既
に
登
録
を
し
て
い
る
飼
い
主
の
人
に
は
、
3
月

下
旬
に
問
診
票
と
一
緒
に
日
程
表
を
送
付
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
以
外
の
人
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
環
境
課
ま
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

注
射
料
金

　
３
１
０
０
円

　
（
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
０
０
円
を
含
む
）

　
※
新
た
に
犬
を
登
録
す
る
場
合
は
、
別
途
３
０
０
０
円
が

　
　
必
要
で
す
。

そ
の
他

　
　

犬
の
体
調
が
悪
い
と
き
は
注
射
を
受
け
さ
せ
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

　
　

事
故
が
生
じ
な
い
よ
う
必
ず
犬
を
制
御
で
き
る

　

人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
　

集
合
注
射
の
日
程
で
は
都
合
が
悪
い
人
は
、
動

　

物
病
院
で
も
予
防
注
射
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
☎
33
４
１
１
４

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

熊
本
支
部
の
保
険
料
率
改
定

　

3
月
分（
4
月
納
付
分
）か
ら
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険

料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

任
意
継
続
被
保
険
者
の
人
は
4
月
分
の
保
険
料
か

ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

熊
本
支
部
の
保
険
料
率

　

現　

行　

10
・
10
％

　

改
訂
後　

10
・
14
％（
０
・
04
％
引
き
上
げ
）

介
護
保
険
料
率

　

現　

行　

１
・
58
％

　

改
訂
後　

１
・
65
％（
０
・
07
％
引
き
上
げ
）

　
　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人（
介
護
保
険
第
2
号

　

被
保
険
者
）は
、
健
康
保
険
料
率
に
介
護
保
険
料

　

率
が
加
わ
り
、
11
・
79
％
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
４
０
）０
２
６
１

登
録
の
有
効
期
間
　
平
成
30
年
度
登
録
開
始
ま
で

問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
届
出
な
ど
に

つ
い
て

　

市
内
に
は
、
古
墳
や
城
跡
、
干
拓
の
樋
門
や
堤
防

跡
な
ど
、
４
０
０
を
超
え
る
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
遺

跡
内
で
工
事
な
ど
を
行
う
際
に
は
文
化
財
保
護
法
に

基
づ
く
事
前
の
届
出
な
ど
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前

に
工
事
予
定
地
が
遺
跡
に
含
ま
れ
て
い
る
か
文
化
振

興
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
遺
跡
の
う
ち
国
や
県
、
市
で
指
定
し
た
「
史

跡
」
の
中
で
工
事
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、
文
化
財

保
護
法
の
届
出
前
に
、「
史
跡
」
の
現
状
変
更
の
許
可

を
国
・
県
・
市
か
ら
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

施設名・問合せ 調整会議会場
厚 生 会 館 ☎32-3196 厚生会館集会室
鏡文化センター☎52-1114 鏡文化センター事務室

広　　告
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ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
拡
充

【
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

の
増
設
】

　
　
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

広
場
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
2
面

　

を
増
設
し
、
人
工
芝
テ
ニ
ス

　

コ
ー
ト
合
計
16
面
の
施
設
に

　

整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
周

　

辺
駐
車
場
も
整
備
し
、
今
後

　

も
よ
り
多
く
の
大
会
や
大
規

　

模
な
大
会
な
ど
を
開
催
で
き
る
施
設
と
し
て
利
用

　

で
き
ま
す
。

【
鏡
武
道
館
内
の
遠
的
場
兼
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
の
新
設
】

　
　

鏡
武
道
館
内
の
弓
道
場
の

　

一
部
を
改
修
し
、
弓
道
遠
的

　

場
兼
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
の
練

　

習
場
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

《
共
通
事
項
》

利
用
開
始
日　

4
月
1
日
㈯　

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　

☎
33
４
１
６
４

下
水
道
接
続
工
事

　

平
成
29
年
度
に
お
い
て
、
汲
み
取
り
便
所
ま
た
は

単
独
・
合
併
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
で
公
共
下
水

道
へ
接
続
し
た
人
に
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
区
域　

公
共
下
水
道
処
理
区
域

対
象
工
事　
汲
み
取
り
便
所
や
浄
化
槽
を
廃
し
て
公
共

　

下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
工
事（
新
築
を
除
く
）

助
成
金
受
給
資
格

　

・
処
理
区
域
内
の
建
物
の
所
有
者
か
、
そ
の
同
意

市
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）申
請

　

4
月
中
旬
に
支
給
対
象
と
な
り
え
る
人
へ
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
　
平
成
28
年
1
月
1
日
時
点
で
本
市
に

　

住
民
票
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
分
の
市
県
民
税

　
（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
。
た
だ
し
、

　

課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
な
ど
と
な
っ
て

　

い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は
対

　

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額　

1
万
５
０
０
０
円
／
人　

　
※
1
回
限
り
。
申
請
書
受
付
後
、	

支
給
ま
で
2
カ
月
程
度

申
請
期
間
　

4
月
20
日
㈭
～
7
月
20
日
㈭

申
請
方
法
　
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送

窓
口
で
の
申
請
場
所

　

・
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
推
進
室

　
　
（
熊
本
総
合
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
事
務
局
４
階
）

八
代
市
千
丁
健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー
に

名
称
が
変
わ
り
ま
す

　

4
月
1
日
か
ら
パ
ト
リ
ア
千
丁
の
1
階
が
「
八
代

市
公
民
館
」
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
2
階
の
温
泉

は
「
八
代
市
千
丁
健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー
」
に
改
称
し
、

営
業
を
継
続
し
ま
す
。
な
お
、
受
付
場
所
は
2
階
温

泉
入
口
付
近
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

千
丁
健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー
☎
46
２
６
１
１

児童扶養手当支給額（月額）

児童の数 全部支給 一部支給

1 人 42,290 円 42,280 円～ 9,980 円

2 人 9,990 円 9,980 円～ 5,000 円

3 人以上 5,990 円 5,980 円～ 3,000 円

児童扶養手当額の変更
　4月分（8月支給）から児童扶養手当額（月額）が改定とな
ります。
※一部支給の場合は、本人の所得に応じて10円単位で設定します。

問合せ　こども未来課☎ 33-8721

　
　

を
得
た
使
用
者　
　

　

・
市
税
と
下
水
道
受
益
者
負
担
金（
分
担
金
を
含

　
　

む
）な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯

　

・
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補

　
　

給
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
な
ど

助
成
金
額　

　

汲
み
取
り
便
所
か
ら
の
改
造
工
事　

8
万
円

　

単
独
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事　
　

4
万
円

　

合
併
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事

　
（
補
助
金
を
受
給
し
て
い
な
い
人
）　

3
万
円

　
（
補
助
金
を
受
給
し
て
い
る
人
）　　

2
万
円

　
※
改
造
工
事
額
が
助
成
額
を
下
回
る
場
合
は
、
そ
の
改
造

　
　	

工
事
額
と
し
ま
す
。

　
※
排
水
設
備
等
計
画
確
認
申
請
書
と
同
時
に
必
要
書
類
を

　	

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ　

下
水
道
総
務
課
☎
33
４
１
４
７

　

・
各
健
康
福
祉
地
域
事
務
所（
支
所
内
）

　

・
日
奈
久
・
二
見
出
張
所

問
合
せ　

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
推
進
室

　
　
　
　

☎
31
１
０
２
４

広　　告
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マイナちゃん

マイナンバー
Ｑ＆Ａ⑨
■質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　そもそも、マイナンバー制度は何で必要なの。
□答え　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　たとえば、福祉サービスや社会保険料の減免の対象
になるかなどの確認をする際、市役所や年金事務所、
公共職業安定所などいくつかの機関をまたいで情報の
やり取りが必要になる場合があります。それぞれの機
関は住民票コードや基礎年金番号、雇用保険の被保険
者番号などの異なる番号で管理しているため、同一人
物のものかどうかを特定するのに膨大な時間がかかっ
ていました。
　そこで、このような課題を解決するため、社会保障・
税・災害対策の３分野について共通の番号、つまり「マ
イナンバー」が導入されました。個人の特定を正確で
迅速に行えるようにするためです。
　制度導入により、行政にとっても国民にとっても効
率化が図られ、より公平・公正な税・社会保障制度を
構築することができるようになります。

企画政策課☎３３－４１０４

ま
ち
の
先
生
派
遣
事
業
の
ご
案
内

　

次
世
代
を
担
う
若
者
に
、
伝

統
文
化
や
芸
術
文
化
に
触
れ
て

も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
要
望
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
知
識
や
技
能
を
持
つ
文
化
協
会
の
会
員
を

「
ま
ち
の
先
生
」
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

実
施
期
間

　

前
期　

5
月
1
日
㈪
～
9
月
30
日
㈯

　

後
期　

10
月
1
日
㈰
～
平
成
30
年
2
月
28
日
㈬

内　

容　

書
道
・
短
歌
・
茶
道
・
華
道
・
詩
吟
・

　

日
本
舞
踊
・
日
本
民
謡
・
民
俗
芸
能
・
着
付
け
・

　

合
唱
・
写
真
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
・
造
形

対　

象　

保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
の
未
就
学
児
、小
・

　

中
・
高
・
大
学
な
ど
の
在
学
生
と
そ
の
年
齢
に
該

　

当
す
る
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

費　

用
　
無
料

　
※
材
料
費
・
会
場
費
な
ど
は
受
講
者
負
担

申
込
期
間　

前
期　

4
月
10
日
㈪
～
25
日
㈫

　
　
　
　
　

後
期　

8
月
15
日
㈫
～
31
日
㈭

　
※
1
講
座
を
前
期
と
後
期
に
分
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
※
申
込
多
数
の
場
合
は
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

　

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
文
化
振
興
課（
旭
中
央
通

３
番
11
Ｔ
Ｓ
ビ
ル
）☎
33
４
５
３
３
D  

33
４
５
１
６

へ
申
し
込
み

宝
く
じ
助
成
事
業
で
通
町
町
内
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、通
町
町
内

会
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品（
八
代
妙
見
祭
「
笠
鉾

西
王
母
」奉
納
に
か
か
る
衣
装
）が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
社
会

貢
献
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し
て
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
助
成
決
定
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
通
町
町

内
会
の
益
々
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

※
先
月
号
の
同
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

　

こ
こ
に
掲
載
し
お
詫
び
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

自
主
防
災
活
動
の
資
機
材
を
整
備

　

～
高
下
西
町
第
二
町
内
自
主
防
災
会
～

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ

の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
車
椅
子

や
防
災
機
材
倉
庫
な
ど
総
数
17
点
の
自
主
防
災
活
動

に
必
要
な
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
整
備
し
た
資
機
材
を
使
っ
た
防
災
訓
練
を

予
定
し
て
お
り
、
訓
練
を
通
じ
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品

の
整
備
な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め

に
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

問
合
せ
　
危
機
管
理
課
☎
33
４
１
１
２

広　　告
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サンライフ八代 自主講座生募集
　サンライフ八代では自主講座生を募集してい
ます。4 月の各講座を見学してみませんか。

曜 講　座　名 開催する週 時　間

月
 フラダンス講座
 （レイ ･ ナニ・モキハナ）
 ※ 4 月は 3・17・24 日

 第 1・3・4 10：00～12：00

火  華道講座（小原流）
 ※4月は4・18日  第 1・3 10：00～12：00

水

 ソフトエアロビクス講座
 ※4月は12・19・26日  第1・2・3・4 10：00～12:00

 マジック水曜日講座
 （中級）
 ※4月は19日

 第 1・3 10：00～12：00

 ハーモニカ講座
 （初心者ＯＫ）
 ※4月は12・26日

 第 2・4 13：30～15：30

木

 囲碁講座
 ※4月は13・27日  第 2・4 13：00～

 絵画講座
 ※4月は6・20日  第 1・3 10：00～12：00

 社交ダンス講座（中・上級）
 ※4月は6・13・20・27日  第1・2・3・4 10：00～12：00

金
 マジック金曜日講座
 （初級）
 ※4月は14・28日

 第 2・4 10：00～12：00

申込み・問合せ　サンライフ八代☎32-7171

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

　

体
験
を
通
し
て
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
夏
休
み
海
外
研
修

交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。引
率
指
導
者
も
同
行
し
、

募
　
　
集

事
前
の
準
備
か
ら
帰
国
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

内　

容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
、

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
文
化
交
流
、
地
域
見
学
、

　

野
外
活
動
な
ど

研
修
国　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

　

サ
イ
パ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ

　

リ
ピ
ン

日　

程　

7
月
26
日
㈬
～
8
月
16
日
㈬
の
内
の
8
～

　

18
日
間　
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

対　

象　

小
学
3
年
生
～
高
校
3
年
生
の
人

　
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

参
加
費　

24
万
８
０
０
０
円
～
63
万
８
０
０
０
円

申
込
締
切　

5
月
26
日
㈮
、
6
月
9
日
㈮

　
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

男
女
共
同
参
画
情
報
誌「
Ｍ
ｉ
☆
Ｒ
ａ
ｉ
」

編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
年
に
1
回
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
情
報
誌
「
Ｍ
ｉ
☆
Ｒ
ａ
ｉ
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
な
人
、
編
集
経
験

は
な
い
け
ど
興
味
が
あ
る
人
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
少
し
で
も
関
心
が
あ
る
人
、
あ
な
た
の
感

性
や
発
想
を
カ
タ
チ
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

作
業
内
容　

　

掲
載
記
事
の
企
画
・
取
材
・
編
集
・
校
正
な
ど

募
集
人
員　

5
人
程
度（
年
齢
・
性
別
不
問
）

募
集
締
切　

4
月
27
日
㈭

問
合
せ　

人
権
政
策
課
☎
30
１
７
０
１

G gender-equal@
city.yatsushiro.lg.jp

農
地
を
「
貸
し
た
い
人
」「
借
り
た
い
人
」

を
募
集

　

農
地
中
間
管
理
機
構（
県
農
業
公
社
）で
は
、
農
業

経
営
を
縮
小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し
た
い
」「
新
た
な
農

地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」
と
い
う
人
は
市
町
村
や
Ｊ

Ａ
の
担
当
窓
口
、県
農
業
公
社
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
農
業
公
社
☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

未
来
は
、
一
本
の
電
話
か
ら
。

お
悩
み
の
時
は｢

こ
こ
ん
」
へ

　
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
～
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
～
こ
こ
ん

は
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不

登
校
な
ど
の
子
ど
も
・
若
者
を
対

象
と
し
た
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

　

県（
熊
本
市
を
除
く
）に
在
住
の
15
歳
か
ら
40
歳
未

満
の
人
と
そ
の
家
族
、
友
人
、
知
人
の
人
が
対
象
で

す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
～
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
～
こ
こ
ん
☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

広　　告
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津
波
・
水
害
避
難
ビ
ル
の
募
集

　

平
成
25
年
に
県
が
発
表
し
た
地
震
・
津
波
の
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
本
市
で
も
最
大
震
度
7
、
そ
の
揺

れ
に
よ
り
堤
防
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
想
定
の
下
、

約
６
５
０
０
ha
が
津
波
に
よ
り
浸
水
す
る
と
い
う
想

定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
と
し
て
指
定
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
施
設
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
対
象
地
域
内
に
左
記
の
要
件
を
満
た
す
構
造

物
を
所
有
、
管
理
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人
で
、

無
償
で
津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
と
し
て
の
指
定
に
協
力

で
き
る
人
は
、危
機
管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

要　

件

　

①
3
階
以
上（
2
階
屋
上
を
含
む
）の
鉄
筋
コ
ン
ク

　
　

リ
ー
ト
造（
Ｒ
Ｃ
）ま
た
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

　
　

リ
ー
ト
造（
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）で
あ
る
こ
と
。

　

②
新
耐
震
基
準（
昭
和
56
年
6
月
1
日
以
降
の
建

　
　

築
基
準
法
に
お
け
る
耐
震
基
準
）を
満
た
す
も

　
　

の
で
あ
る
こ
と
。

　

③
3
階
以
上（
2
階
屋
上
を
含
む
）の
階
に
一
時
避

　
　

難
が
可
能
な
場
所
を
有
す
る
こ
と
。

問
合
せ　

危
機
管
理
課
☎
33
４
１
１
２

災
害
時
協
力
事
業
所
の
募
集

　

災
害
時
協
力
事
業
所
登
録

制
度
と
は
、
災
害
発
生
時
に

お
い
て
、
個
別
の
事
業
所
な

ど
が
保
有
す
る
能
力（
資
機

材
、
人
材
、
物
資
な
ど
）を

地
域
の
重
要
な
防
災
力
と
考

え
、
八
代
市
災
害
時
協
力
事

業
所
登
録
制
度
を
構
築
し
、
登
録
し
た
事
業
所
の
自

主
的
な
協
力
活
動
に
よ
り
、
迅
速
な
被
災
者
救
援
・

救
護
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

災
害
時
に
期
待
す
る
活
動

　

災
害
時
は
、
自
己
に
お
い
て
災
害
を
認
識
し
た
と

き
、
市
か
ら
の
災
害
情
報
の
提
供
を
受
け
た
と
き
、

自
主
防
災
組
織
・
町
内
会
・
市
民
か
ら
の
要
請
が
あ
っ

た
と
き
は
、
自
己
の
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
自

発
的
な
救
援
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
常
時
の
活
動

　

平
常
時
は
、
市
民
へ
の
防
災
意
識
の
啓
発
の
た
め

に
可
能
な
範
囲
の
協
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
防
災
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
市
な
ど
が
開
催
す

る
防
災
講
演
会
へ
の
参
加
、
従
業
員
へ
の
防
災
研
修

な
ど
で
す
。

経
費
の
負
担

　

登
録
事
業
者
の
自
主
的
な
活
動
を
期
待
す
る
も
の

な
の
で
、
そ
れ
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
事
業
所

負
担
と
な
り
ま
す
。

活
動
時
の
負
傷
な
ど
に
関
す
る
補
償

　

登
録
事
業
者
の
自
主
的
な
活
動
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
活
動
時
に
お
け
る
負
傷
な
ど
に
関

す
る
市
か
ら
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
事
業
所

　

市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
務
所
な
ど
を
有
す
る
も

の
、
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
団
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
含
む
）で
法
人
格
の
有
無
、

本
店
・
支
店
・
営
業
所
な
ど
の
形
態
は
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
個
人
商
店
は
対
象
で
す
が
、
個
人（
ひ
と
り
）は

対
象
外
と
し
ま
す
。

登
録
事
業
所
と
し
て
の
周
知

　

登
録
事
業
所
は
、
市
よ
り
登
録
の
証
と
し
て
「
八

代
市
災
害
時
協
力
事
業
所
登
録
証
」
を
交
付
し
ま
す

の
で
、
事
務
所
な
ど
わ
か
り
や
す
い
場
所
に
掲
示
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
自
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
名
刺
な
ど
に
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
広
告
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
事
業
所
名
の
公
表

　

災
害
時
協
力
事
業
所
と
し
て
登
録
さ
れ
た
事
業
所

の
名
称
、所
在
地
、電
話
番
号
、活
動
内
容
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。（
公
表
を
希
望
し
な
い

登
録
事
業
所
に
つ
い
て
は
公
表
し
ま
せ
ん
）

　

町
内
会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
に
登
録
内
容
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

登
録
方
法（
登
録
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
）

項目 内容

人的援助
負傷者の搬送、救出・救助
活動、避難所での活動など

物品援助
食料品・飲料水・衣類・日
用品の支援

避難所など
の提供

避難所となる施設の提供、
仮設トイレの提供

資機材など
の支援

建設重機・車両などの提供、
発電機の提供

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
八
代
市
災
害
時
協
力

事
業
所
登
録
制
度
要
綱
」
を
ご
覧
の
う
え
、
登
録
の

場
合
は
「
八
代
市
災
害
時
協
力
事
業
所
登
録
届
」
に
、

登
録
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
「
八
代
市
災
害

時
協
力
事
業
所
変
更
届
」
に
、
抹
消
し
た
い
場
合
は

「
八
代
市
災
害
時
協
力
事
業
所
登
録
抹
消
届
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
危

機
管
理
課
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

危
機
管
理
課
☎
33
４
１
１
２

【具体的協力事例】

広　　告
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講
　
演  

・  

講
　
座

ごみ非常事態宣言継続中

問合せ　廃棄物対策課☎34-1997

期　　間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H28年2月 1,249ｔ 415ｇ
H29年2月 1,155ｔ 398ｇ
比　　較 ー94ｔ ー 17ｇ

期 間（12ヶ月） 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H21年 8月～22年 7月 19,127ｔ 490ｇ
H28年  2月～29年  1月 16,813ｔ 445ｇ

比　　較 －2,314ｔ － 45ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較  （人口変動あり）

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

妙
見
祭
衣
装
着
付
け
講
座

　

妙
見
祭
衣
装
に
関
す
る
着
付
け
の
技
術
を
学
び
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
登
録
さ
れ
た
妙
見
祭
に

着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。（
初
心
者
大
歓
迎
）

八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

【
シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
に
無
料
登
録
し
ま
せ
ん
か
】

　
一
人
ひ
と
り
の
希
望
に
合
っ
た
仕
事
を
全
力
で
開

拓
し
ま
す
。
仕
事
が
あ
っ
た
時
点
で
入
会
す
る
制
度

で
、
入
会
し
た
の
に
仕
事
が
な
い
と
い
う
不
安
も
な

く
、
仕
事
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
登
録
く
だ
さ
い
。

【
会
員
募
集
】

　

家
庭
で
の
清
掃
や
家
事
サ
ー
ビ
ス
、
農
作
業
、
除

草
、
草
刈
り
な
ど
の
仕
事
が
で
き
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
入
会
説
明
会
】

と
　
き　

4
月
5
日
㈬
・
19
日
㈬
、

　
　
　
　

5
月
2
日
㈫
・
17
日
㈬ 

午
後
1
時
30
分
～

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

持
参
品　

写
真
、
認
印
、
通
帳（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か

　
　
　
　

肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の
本
人
名
義

　
　
　
　

の
も
の
）、
会
費（
月
額
２
０
０
円
。
夫
婦

　
　
　
　

で
入
会
す
る
場
合
は
半
額
）

入
会
資
格　

市
内
在
住
で
平
成
30
年
3
月
末
日
ま
で

　
　
　
　
　

に
60
歳
以
上
に
な
る
人

【
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室
】

　
若
い
人
か
ら
高
齢
の
人
ま
で
、丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

問
合
せ
　
八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
33
２
７
１
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
春
募
集

　

青
年
海
外
協
力
隊
と
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
募
集
期
間
に
合
わ
せ
て
体
験
談

と
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

募
集
期
間　

3
月
31
日
㈮
～
5
月
10
日
㈬

【
体
験
談
・
説
明
会
】

と　

き　
4
月
16
日
㈰　

午
後
2
時
30
分
～
4
時
30
分

と
こ
ろ　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館

問
合
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
５
９
）２
１
３
０

　
　
　
　

I http://w
w

w
.jica.go.jp

九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
２
０
１
７ 

参
加
者
募
集

と　

き　

５
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰　
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ　

球
磨
川
河
川
緑
地

事
前
申
込　

受
付
中
～
4
月
14
日
㈮

　
　
　
　
　
※
要
参
加
費

そ
の
他
　
コ
ー
ス
や
参
加
費
な
ど
の
詳
細
は
、
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

I http://3day.yatsushiro.jp/

問
合
せ　

九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
実
行
委
員

　
　
　
　

会（
観
光
振
興
課
内
）☎
33
４
１
３
２

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
住
民
講
演
会

【
熊
本
地
震
か
ら
1
年

  

災
害
時
に
命
と
健
康
を
守
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
】

と　

き　

4
月
15
日
㈯　

午
後
2
時
～

　
　
　
　
（
開
場 

午
後
1
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

八
代
市
公
民
館
ホ
ー
ル（
パ
ト
リ
ア
千
丁
）

講
演
内
容　

　
　
「
避
難
生
活
の
健
康
リ
ス
ク

　
　

 （
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
等
）」

講　

師　

石
巻
赤
十
字
病
院　

呼
吸
器
外
科
部
長

　
　
　
　

植
田 

信
策 

氏

費　

用
　
無
料（
事
前
申
込
不
要
）

問
合
せ
　
健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
６
８
２

障
が
い
者
委
託
訓
練
の
受
講
生
募
集

　
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
障
が
い
訓
練
を

企
業
な
ど
に
委
託
し
て
県
内
各
地
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
に
必
要
な
技
術
習
得（
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
実

習
な
ど
）の
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
就
職
支
援
を
行

い
ま
す
。

訓
練
期
間　

原
則
3
カ
月

費　

用　

無
料
（
別
途
教
材
代
）

申
込
み
・
問
合
せ　

　
　

求
職
者
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
。
在
職
者
は

　

県
立
高
等
技
術
専
門
学
校
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

↖

広　　告
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医療ミニ知識

結核という病気
　結核と言えば高杉晋作や正岡子規を思い浮かべ
る人も多いと思います。8年ほど前にお笑い芸人
のハリセンボンの 1人が結核になり話題になり
ました。毎年世界では約 880 万人が結核に罹患
し、約 140万人が結核に関連して死亡しており、
現在でも結核はマラリアとならぶ世界最大の感染
症の一つです。
　我が国の結核の感染率は 1950年には 20歳成
人で 57％、80 歳以上では 96％と高率でした。
その後は BCGなどの予防対策や栄養状態の改善
により 2015 年には 20歳成人の感染率は 0.9%
に激減しました。しかし、80歳以上の人は、若
い時の感染により現在でも感染率は 61％と高い
状況です。
　結核は感染した人すべてが結核患者になるわけ
ではありません。感染したとしても約 90％の人
は発症せず､ 自分の免疫力で結核菌を抑え込みま
す。残る 10％が発症し結核菌を痰などに排出す
る患者となり、他人にうつす感染源になります。
　結核菌がやっかいな点は、免疫力で抑え込まれ
ても治療で治癒しても、結核菌は体の中でじっと
生き延びることです。免疫力が結核菌より勝って
いる間は問題ないのですが、高齢や栄養不良、病
気などで免疫力が低下すると､ じっとしていた結
核菌が増殖を始め､ 再発という形で発症すること
があります。
　高齢化社会を迎えている我が国では高齢者の結
核発症が問題となっています。現在我が国は欧米
などの先進国と比べると結核がまだ多い国です。
減少はしているけれどもまだ忘れてはいけない病
気の一つなのです。

市立病院☎ 33-3620

市立病院発

小
型
船
舶
海
上
安
全
講
習
会

　

船
舶
免
許
を
所
持
し
て
い
る
人
や
、
こ
れ
か
ら
船

舶
の
所
有
を
考
え
て
い
る
人
な
ど
、
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す
。

要
約
筆
記
者
養
成
講
座 

受
講
生
募
集

　

手
話
が
分
か
ら
な
い
、
ま
た
は
手
話
よ
り
も
文
字

情
報
で
の
情
報
を
望
む
聴
覚
障
が
い
者
に
対
し
、
筆

記
・
パ
ソ
コ
ン
で
情
報
を
伝
え
る
要
約
筆
記
者
を
養

成
し
ま
す
。

　

要
約
筆
記
者
が
増
え
る
こ
と
は
地
域
の
聴
覚
障
が

い
者
の
社
会
参
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

要
約
筆
記
者
を
目
指
し
た
い
人
は
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

と　

き　

5
月
11
日
㈭
～
10
月
26
日
㈭
ま
で
の

　
　
　
　

毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ　

県
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　

象　

高
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
し
、
聴
覚
障

　
　
　
　

が
い
者
の
人
へ
の
支
援
に
関
心
の
あ
る
人

定　

員　

手
書
き（
定
員
20
人
）

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン（
定
員
20
人
）

費　

用　

テ
キ
ス
ト
代
３
４
０
０
円

申
込
み　

4
月
30
日
㈰
ま
で
に
手
書
き
ま
た
は
パ
ソ

　
　
　
　

コ
ン
の
ど
ち
ら
か
を
選
び
電
話
で
申
し
込
み
。

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

　

県
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６（
３
８
３
）５
５
９
５

と　

き　

6
月
8
日
㈭
、
7
月
13
日
㈭
、

　
　
　
　

9
月
7
日
㈭
、
10
月
12
日
㈭
、

　
　
　
　

11
月
9
日
㈭
・
16
日
㈭　

午
後
7
時
～

と
こ
ろ　

代
陽
公
民
館

内　

容　

実
際
の
祭
礼
衣
装
を
用
い
た
実
技
、
帯
の

　
　
　
　

締
め
方
を
は
じ
め
と
す
る
着
付
け
の
基
礎

　
　
　
　

講
習
な
ど

対　

象　

妙
見
祭
当
日
に
着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　
　

希
望
す
る
人

費　

用
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

と　

き 

4
月
14
日
㈮

　
　
　
　

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分

と
こ
ろ 

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内　

容　

海
上
交
通
関
係
法
令
、
安
全
運
航
と
近
海

　
　
　
　

事
故
例
、
船
舶
免
許
更
新
制
度
、
船
舶
検

　
　
　
　

査
な
ど
に
つ
い
て

費　

用　

無
料　
※
当
日
受
付

問
合
せ 

県
小
型
船
舶
海
上
安
全
協
会
八
代
支
部

　
　
　
　

☎
33
１
２
０
１

広　　告
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図 書 館 催し物案内（4月）
行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

えいご de おはなし会 8日㈯ 午前11時30分～ 語り手：マザーグース

おひざにだっこのおはなし会 11日㈫ 午前11時～ 赤ちゃん向けおはなし会

0・1・2 歳児向けおはなし会 13日㈭ 午前11時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 1・8・15・22日㈯ 午後3時～

図書館講座「大人のための絵本講座」 28日㈮ 午前10時30分～ 子どもの本の見方・選び方　定員 : 先着 15 人（要申込）

図書館講座「新聞紙で作るコサージュ」29日㈯ 午前10時～午後3時 開催時間中いつでも作れます（事前申込不要）

おはなしバイキング 2・9・30日㈰ 午前11時～ 絵本の読み聞かせ

おはなしバイキングデラックス 16・23日㈰ 午前11時～ 絵本の読み聞かせや工作など

あかちゃん向けおはなし会（赤ちゃん広場）17日㈪ 午前10時30分～、24日㈪ 午後2時30分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会
1･8･22日㈯ 午前11時～ 絵本の読み聞かせや工作

15日㈯ 午後2時30分～ 語り手：山猫軒

おはなし会 23日㈰ 午後2時～ 絵本の読み聞かせや電子図書など

スペシャルおはなし会 29日㈯ 午後2時～ 絵本の読み聞かせや工作など

おはなし会 30日㈰ 午後2時～ 絵本の読み聞かせやかるたなど

あかちゃん向けおはなし会（おはなしぴよぴよ）7･21日㈮ 午前11時～ 絵本の読み聞かせや手遊びなど

幼児・小学生向けおはなし会 2日㈰ ･8･22日㈯ 午後2時～ 語り手：ぐるんぱ

どんかちゃんおはなし会 1･15日㈯ 午前11時～ 絵本の読み聞かせや工作など

どんかちゃんスペシャルおはなし会 29日㈯ 午前11時～ 絵本の読み聞かせや工作など

　施設点検休館日　市立図書館本館：26日㈬、せんちょう分館：11日㈫、かがみ分館：26日㈬

▶ 3日㈪ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　　  　 ▶ 4日㈫ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 5日㈬ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　　  　 ▶ 6日㈭ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 11日㈫ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿  ▶ 12日㈬ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園
▶ 13日㈭ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地　　　　　 　 ▶ 17日㈪ 13:15 昭和小 14:00 郡築 12 番八協連 14:35 井揚団地 

▶ 18日㈫ 13:15 八竜小 14:10 JA坂本 14:50 グリーンパーク　 　　 　 ▶ 19日㈬ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ
▶ 20日㈭ 13:20 泉小中 14:00 泉支所 14:30 泉運動広場　　　　　   　   ▶ 21日㈮ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　 
▶ 24日㈪ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう　      ▶ 25日㈫ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮
▶ 27日㈭ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル　  　　   ▶ 28日㈮ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出JA倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて15日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。
施設点検日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします。

せ
ん
ち
ょ
う
分
館

市
立
図
書
館
本
館

か
が
み
分
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

午前9時30分～午後８時（土日・祝日午後７時）

問合せ　市立図書館本館☎32-3385　せんちょう分館☎46-1901　かがみ分館　☎52-5567

厚
生
会
館
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

【
髙
橋
佐
知
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
】

と　

き　

4
月
7
日
㈮　

午
後
1
時
～

【
コ
ー
ル
麦
島
コ
ン
サ
ー
ト
】

と
　
き
　

4
月
14
日
㈮　

午
後
2
時
～

【
ひ
な
げ
し
コ
ー
ル
＆
オ
カ
リ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
】

と　

き　

4
月
18
日
㈫　

午
後
2
時
～

【
村
井
智
子 
春
に
誘
わ
れ
て 

ピ
ア
ノ
弾
き
が
た
り
】

と　

き
　

4
月
21
日
㈮　

午
前
11
時
～

《
共
通
事
項
》

と
こ
ろ　

厚
生
会
館
ホ
ワ
イ
エ

入
場
料　

無
料

　
※
出
演
者
、
随
時
募
集
。
プ
ロ
・
ア
マ
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

イ
ベ
ン
ト

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
短
期
講
座

【
布
花
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
講
座
】

　

～
母
の
日
の
贈
り
物
に
～

と　

き　

4
月
21
日
㈮　

午
後
1
時
～
4
時

と
こ
ろ　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

費　

用　

受
講
料
４
０
０
円
、
材
料
費
７
０
０
円

準
備
物　

裁
縫
道
具
、
ペ
ン
チ
、
筆
記
用
具

講　

師　

石
川 

和
子 

氏

申
込
み　

来
館
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

　
※
託
児
無
料（
満
2
歳
か
ら
就
学
前
6
歳
ま
で
）受
付
時
に

　
　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

　
　
　
　
（
市
働
く
婦
人
の
家
）
☎
35
６
４
６
０

広　　告
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